

























































イブスで保存している番組を大学などの研究者に見ていただき、学術的に利用する方法を検討するプロジェクトです。公募で採択された研究者 は、東京のＮＨＫ放送博物館またはＮＨＫ大阪放送局の研究閲覧室で、研究テーマに沿った番組を選んで閲覧し、その成果を研究論文や学会発表などにつなげ、放送文化の発展に貢献していただきたいと考えています。このプロジェクトは二〇一〇年からスタートし、これまで六六組の研究者 方々が参加してい す。　
二〇一五年一〇月からは、応募から審査までをオンライン化する










































































































































































































もやま話」として、文藝春秋社編集局長・池島信平と中央公論社社長・嶋中鵬二が作家に話を聞く形になっていた。ただし 回によって嶋中が欠けたり（江戸川乱歩） 嶋中の代わりに吉野源三郎が入ったりした回もある（山本有三） 。　
アーカイブスの検索によれば、石川淳以外に、正宗白鳥（一九五九年） 、

































送され、アーカイブスの検索では約二八〇件ヒットするインタヴュー形式の番組である。インタヴューの相手に選ばれたのは、石川淳のような作家だけでなく、安井曾太郎、坂口安吾、喜多村緑郎、大佛次郎、高浜虚子、馬場恒吾、幣原喜重郎、阿部次郎、新村出、田中絹代、大谷竹次郎、横山大観、会津八一、秩父宮雍仁親王、林芙美子 有島生馬 松永安左衛門、青野季吉、宮崎燁子（柳原白蓮） 、……画家、伝統芸能に携わる人、学者 実業家、政治家 皇族、等々 多岐にわたっている。ちなみに、石川淳の前の回は 中村歌右衛門（六世 である。　
一三分程度の短いインタヴューのため、六〇分近くあった前項①「文









































































































































































































































































































































































新仮名の問題はねえ、権力で勝ったと うこと、あれは あ、勝つ負けるって、権力を押さえれば誰だって勝つに決まっている。それだけのこ すね。それが、長い勝負 どうなるか、こりゃあ、先のことは、こりゃあ、ちょっと分からんですね。
　　
その権力ってものはだいたいお節介なもんでね、手を出したが


























































































三島由紀夫（自作朗読「サーカス」 ） 、 吉屋信子（自作朗読「ある女人像」から「若狭の登美子」 ） 、武者小路実篤（自作朗読「愚者の夢」 ら「第八十回の誕生日に」 ） 、大江健三郎、室生犀星、里見弴（自作朗読、随筆集「朝夕」から「夢みし雪」 ） 、円地文子（自作朗読「女坂」か ） 、尾崎一雄（自作朗読「虫も木も」 ） 、武田泰淳（自作朗読「丈夫 女房はあ
69
ラジオ・テレビと石川淳















直後の作品たちを発表と同時に読み、大きな影響を受けたという奥野（一九二六年生まれ）と、敗戦後五年ぐらい経ってから読み始め、石原慎太郎の描く戦後青年より石川淳が描く戦後青年のほうが魅力的だったという大江（一九三五年生まれ） が、評論やエッセイも視野に入れつつ石川淳の文業のすばらしさについて多面的 語っている。大江が、日本人が書いたエッセイとして最上のものとする加藤周一の評価を紹介したり、知り合 のフランス人が石川のフランス語の正確さに感嘆していたことなどにも触れていたり、奥野が、リアリズムから出発しそれを越えてゆく「荒魂」 （ 『新潮』一九六 ・一～一九六四・五）の構成がしっかりしていることを引き合 に出して、構成の難を言う評価に対して反駁していたりと、一九六〇年代半ばにおける石川評価についての貴重な資料ともなっており 文字起こしさ ることが期待される対談となっている。　
最後の、自作朗読。選ばれた作品が、代表作の一つに数えられる「紫






































かれたゆたかな水のながれ 、これは運河 呼ぶべきだらう。 》 （ 『石川淳全集
　
第四巻』筑摩書房、 一九八九、 三五九頁）という文言から始まり、
国助が運河の脇のたばこ工場を初めて訪れる場面を冒頭に置 ているころを、ドラマでは、食堂にいた国助にＫがいきなり、 《仕事が いの
か……》と話しかけるところから始めている点である。　
原作では、初めて工場を訪れた国助が、配達すべきたばこを渡される
ところまで語られたあと、 《国助がこの奇妙な家［たばこ工場］のことを知つたのは、ゆうべであつた。ゆうべも、晩めしの一刻はいつも行きつけの巷の古ぼけた食堂にゐた。 》 （三六二 三六三頁）と時間が後戻りして、国助が《レッドパーヂ かいふことで》 （三六 頁）専売公社をクビになったこ など、彼の現在の境遇が語られた上で、Ｋから突然仕事を持ちかけられる場面、ドラマでは劈頭に置かれた場面が来る。　
小説では重要な舞台となるたばこ工場の描写から初めて読者を作品世














































































とあるが、この短篇小説「黄金伝説」 （ 『中央公論』一九四六・三）の作品全文が五分割され、合間あいまに野坂が作品との出会いや評価、魅力を語る部分およびナレーターが作者・石川を紹介し（映像は石川淳が暮らしたことのある本郷菊富士ホテル跡に建立された碑文とその近辺の菊坂、炭団坂、妙本寺坂などいくつかの坂を映し出す） 、またＧＨＱの検閲に引っかかって単行本『黄金伝説』から表題作が外された《曰わく付きの作品》であることに触れたりする部分が挟まるという形を取っている（静止画像（キャプチャー映像）①～③） 。　
朗読の合間の解説部分で、野坂は、小説を書く前にラジオやテレビの
世界で生きていた自分にとって活字 世界は憧れ 世界で、中でも石川淳や金子光晴や高橋新吉が輝いたアイドル的存在で、自 は《石川教の信者》みたいなところがあったこ 、 「黄金伝説」 敗戦直後の時代の特徴を、 克明に描くのとは違う形で、 一見 り めがないような形 女、帽子、時計といった当時 風俗を反映したものを活用しながら、ぐっと掴み出して古びな 作品となっ ることなどを力説してい 。　
シリーズの全貌を確認しておくと、 「黄金伝 」の翌日の放送では、
河野多恵子が三浦哲郎の短篇「金色の朝」 （ 集『野』に収録）を取り上げ、その翌日の放送では、立松和平が金子光晴の「マレー蘭印紀行」を取 ている。　
半年あまり後の、一九八八年七月五日からまた三夜続けて放送があり
今度は、 筒井康隆が横光利一 「機械」を、 大庭みな子 与謝野晶子「私の生い立ち」を、 長部日出雄が太宰治「お伽草紙」収録 「カチカチ山」

























































唐突の感もあるが、江戸の文化をそ まま引き継い 俳句に残しているタイプと、正岡子規・高浜虚子ら四国 方々 東京に来て広め 俳句との二つに大別できるということを言い、前者 代表作 一つとして久保田万太郎の、
　　
湯豆腐やいのちのはてのうすあかり














































さて、 《現代の風景の中で》とあるが、 「焼跡のイエス」 （ 『新潮』
一九四六・一〇）はどんな《現代の風景の中》に置かれたのか。映像から判断する限り、ロケはざっと数えて五つの場所で行なわれたようだ。周囲を睥睨 かのような高いビルの屋上（上野？） 、かなり敷地が広そうな廃工場（静止画⑥⑩⑪⑮な ） 、回廊のある白いコンクリートの廃病院のような建物（静止画⑦、以下、廃病院と記す） 、上野公園（東照宮ほか） 、荒川下流の河川敷に繋がる傾斜地、の五つである。　
高いビルの屋上で兵隊めいた服装の西島秀俊が航空兵のゴーグルを付
けた姿で登場し、まるでこの下で近過去 起こったことと見定めるかように街を見下ろす。そのあと、敗戦直前から敗戦後にかけて ニュース映像がさまざま映し出され 「浮浪児狩り」 ニュース映像のあ 、物語的部分 始まる。　
原作では上野広小路近くの闇市と 野公園で起こったことが、映像で
は廃工場と廃病院を舞台に描かれる 一応 内に、葭簀張りの屋台店のようなものが作られており（静止画⑥ おむすびがあり、魚らしきものが七輪で焼かれていたりす など、ある程度の再現は行なわれているが、 廃工場、 廃病院であることは全く隠されてお ず、 いずれも「廃」であるところに敗戦直後 焼跡の荒廃ぶ と対応させているか ように感じられ など、緻密な再現よりも象徴的という印象が強い。この象徴的な舞台装置の味わいは、コンクリート打ちっ放しが格好良いとい 意味での格好良さに近いと言えるかもしれない。　
後半になると、時折、十字架を背負った男が画面を横切ったり（静止





までが女の足をなでるように洗い、腿 あたりに口を付けると うややエロティックな場面があ が、原作で 、女と少年の身体が接触したタイミングで、たまたま近くを通りかかった語り手（わたし）も接触してしまったという形で、も のはずみで起こ とっさの出来事として描かれていた場面であり、極めて対照的である。映像表現であることから、そのような視覚に訴えるエロティックな場面作りへと変更が生じた だろうか。ここには、原作 ちらっと触れられて ただけのこと 、映像化とい 条件の中で、拡大・強調され 例が見出せる。　
少年に語り手が追いかけられるところは原作に忠実に上野公園 撮影

















































































































































　「週刊ブックレビュー」は一九九一年四月から二〇一二年三月まで放送されていた書評番組で、基本的に、ゲスト書評者三名が三冊ずつおすすめの本を紹介し、うち一冊については他の書評者らと合評する「おすすめの一冊」 、特定の作家・執筆者をゲストに迎えて新作・話題 ついてインタヴューしたり、本や出版にまつわる話題を取り上げ りする
「特集」 、ジャンル別売れ筋作品を紹介する「ベストセラーレビュー」からなる。　
当該放送は、八四六回目を数え、司会は藤沢周、アシスタントが谷口

























































して活用し、原作の言葉をかなり忠実に生かし 上で 音響効 なども加えて、ラジオドラマとして完成度の高いもの 仕上がっていた。　
他方、⑬「焼跡のイエス」は、前章で内容を見た際にも触れたが、原





組と分類したが、 ただし、 「焼跡のイエス」が〈朗読〉番組という面を持っていることも忘れてはならないだろう。作品世界の映像化はもちろんなされ のだが、主人公が、主人公であると同時に作品本文の朗読者なのである。これは何とも面白いと言えば面白いし、不思議と言えば不思議 作り方である。今回の調査で接したコンテンツ ち、印象が最も強烈だったのがこの番組であった。それは、何よりもまず映像 強度その のから発しているが、ドラマ化され がら朗読もされるこの不思議なハイブリッドな作品は一体何なのだろうか、 簡単に答えの出そうにない問いが突き付けられたからでもあった。　
おそらくラジオやテレビにおける〈朗読〉番組の歴史の厚みと関わっ
ているのではないかという推測が成り立ちそうだが、そのジャンルとして確立していた朗読番組に実験的 要素を加えたも とい ことにだろうか。実験的。実験。ならば、一体どのような実験なのだろうか？　
同じシリーズの別の回に関するデータを確認してみると、 「斜陽」に













だが、そん 中、ラジオ放送の開始（一九二五年）の後、聴覚メディアの普及の中で朗読番組が登場することに る。一九三六年にＮＨＫの和田信賢アナウンサーが「ラジオ小説」 題した番組で夏目漱 「三四郎」を朗読したのが、文学作品の朗読番組 嚆矢と言われており、これについては和田信賢自身が「文学作品 の問題」 （ 『放送』一九三五・五）で《放送 芸以前》における 学者の芸術的意図の伝達享受》に 歴史的、原理的考察も含みつつ詳細な報告を提出しているが、例えば、

















な教育現場のあり方とも無関係ではあるまい。教育現場で文章を理解させるために音読させ、理解した文章を伝えさせるために（表現させる）ために朗読させることと ラジオやテレビ おいて（視）聴者に文学作品を理解させるためにアナウンサーや作家が朗読して聞かせることが、並行して続いて来たと言え のではなかろうか。　
このように啓蒙性という点で、教育現場ともシンクロしながら、ラジ











ドラマ化された作品からは、原作の聴覚的要素に改めて注意させられた。朗読番組については、作品から始まって作品に返るという接し方以外にも、作品をあくまでもきっかけとし、作品の提出したものを押し広げてゆくという接し方もあることを教えられた。愛読者の朗読によって独特な声の息づかいが与えられ、拡散的な映像化と朗読される作品テクストとが拮抗し合って る。このあたりは、視聴覚メディアであ ＴＶが自らのメディア的特性に即して、きっかけ なった「原作」 （文字言語）を読み換え、その享受の仕方その のを変えてゆこうと ているという風に理解することもできる も れない。　
今回の稿者の調査は、対象をあくまでも石川淳に絞ってのものであっ
たが、かつて石川淳 〈新戯作派〉あるいは〈無頼派〉という言い方で並び称されたこともある太宰治と坂口安吾のヒット数 ここで紹介しておくと、太宰が九九六件、安吾 二〇八件で った（重複もあるので、
80
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春陽堂（世界名作文庫、モリエル集３） 、一九三四）からは、文言も構成もかけ離れており、石川の訳文を素材にしながら自由に作り替えたという印象である。一九五二年時点で例えば他に井上勇や小場瀬卓三 よる訳もあったが 他ならぬ石川訳が素材として選ばれたという意味での《石川淳訳》だっ のであろう。
（
11） 『音作り半世紀―ラジオ・テレビの音響効果』 （春秋社、二〇〇一、改訂版



































て本格的な企画脚色を行なった「 四郎」 （作・夏目漱石、脚色・小林勝）が、映画監督・山本嘉次郎のラジオ初演出で放送されました。 》 （二八〇頁 とある。
84
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（
23）石田佐久馬編著『音読・朗読・黙読』 （東京書籍、一九七九） 、ならびにインター
ネットで閲覧できる現行の学習指導要領など参照。
＊引用文中の［
　
］内の文言は、稿者が付した注釈である。
R
adio,T
V
andIshikaw
aJun–uponusingtheN
H
K
A
cadem
icA
ccess
T
rial
Y
A
M
A
G
U
C
H
IT
oshio
［
A
bstract ］
　　　
U
sin
g
th
eA
cad
em
icA
ccessT
rialserv
iceofN
H
K
[Jap
an
’s
nationalpublicbroadcaster]Ihaveresearched,underthethem
eof
‘w
henthew
rittenw
ordsofnovelsandnovelistsspeakthroughthe
m
ed
iaofim
ag
es,’th
econ
ten
ts(rad
ioan
d
telev
ision
p
rog
ram
s
excludingnew
sprogram
s)availableforaccessintheN
H
K
archives
concerningIshikaw
aJunandhisw
orks.InthispaperIreportonm
y
findingsandaddafew
observationsofm
yow
n.
　　　
Iw
asabletoview
orlistentothirteenprogram
s,andhear
Ish
ik
aw
a’sactu
alv
oicean
sw
erin
g
q
u
estion
sd
u
rin
g
an
in
terv
iew
.
T
hroughtheradiodram
atizationofIshikaw
a’snovelT
aka[“H
aw
k”]
theauditoryaspectsofthew
orkw
ereem
phasizedandIw
asableto
con
firm
th
ew
ay
in
w
h
ich
th
eim
ag
eofth
en
ov
elb
ecam
eth
ree-
dim
ensional.Inprogram
sinw
hichIshikaw
a’sw
orkw
asreadoutloud
Iencounteredatypeofprogram
inw
hichthew
orldofthestoryw
as
m
ixedinw
ithim
agesratherthanjustthetextbeingsim
plyreadout
bytheauthorand,apartfrom
thew
ayofcom
ingintocontactthrough
adepartureandsubsequentreturntothew
ork,Ilearnedthatthere
isanotherw
ayofconnectingw
ithw
orksthatconsistsofstretching
andextendingthem
,w
iththenovelitselfasam
erevehicleforthis.
F
inally,from
thechangesinoram
plitudeofprogram
sinw
hichnovels
arereadoutloudIw
asabletoaddsom
eobservationsaboutw
hat
suchprogram
sw
ithaconsiderablylonghistoryare.
［
K
eyw
ords ］
Ishikaw
aJun,novels,television,radio,readingoutloud
